










































































































　　　ooc　sec　loec　lsocA：　in　the　absenee　of　Mg”　（control）．200C 300C 400C 500C
　　　　　oec　sbc　looc　lsec　200c　30ec　400c　soocB・S・p・・precipi七・ti…t…i・d　t・mp・・at・re・i・th・presence・f・Mg←ト（15　mi・．・ft・・，e。cti。n）．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Photo．　1．
Conditions
　KCI：0．094　M　　　　Myosin二1．6　mg！cc　　Actin：0．4mg／ce
　ATP：　9×10　’iM　　　　　　MgC12：　5×IO－5M　　　　　　p王1：　7．0（veronal－acetate　buffer｝
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　1）MgH存在下AM－ATPase活性度に対する温度効果
はFig．　1，2に示す如く，40℃までほぼ直線的に上昇し，
50℃でやや低下を示して，大体Mg←t←｝の場合に平行して
いるが，150Cを境として低温では抑制的であり，高温では
促進的である。
　2）Mg什存在下のsuperpptは3分では15～40℃，15
分では10～40℃にsyneresisがみられ，15℃のものが最
も収縮が強い。一般にMg’「㈹のものは低温では対照に比
して，chear　phase，　aggregationの時開が延長し，　syne－
resis開始も遅れるが，高温側では著明な差が認められな
かった。
　3）40℃においてはsuperpptの状態はMg”（＋）の場合
はMg”←〉に比して悪いにもかかわらずATPase活性は促
進されている。
　4）Mg’ト←）の場合と同様にATPase活性とsuperpp七の
度合との開には200C以上で非平行性が認められた（Fig・3）・
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Fig．　3．　Temperature　dependeney　of　actomyosin－
　　　ATPase　and　superprecipitation　in　the　pre－
　　　senee　of　Mg”　（15　min，　after　reaction）．
　Conditions　are　same　as　in　Fig．　2．
　　o　o　ATPase
　　●．一一一●　SuperPP七．
考 按
1．高温側における’Mg→＋存在下のATPase活性
　さge　｝t述べた如くMg＋tはAM－ATPase活性を促進し，
myosin－ATPaSe活性を抑1制することが従来明らかにされ
ているが，われわれの成績において，Fig．1，2に示される
ように，高温（20～50℃）において，M虻存在下のATP－
ase活性が促進を示した事実から，　AMは解離しておらず
AM－ATPaseであることが認められた。前報1）において指
摘したよう｝こ，高温においてATPase活性力まactomyosin
的であろうことは，湯田坂並びに薯軒の成績からうかがわ
れていたのであるが，本実験においてそれが確かめられた
のである。
　さて，虚報1）で確認されたATPase活性とsuperpptの
度合との聞のdiscrepancyについて，湯田坂等は永井の
見解8）によって，その高温部の収縮抑制の原因については，
AMの解離による弛緩反応α），（2）（後述）を考うべきだと
し解離への過程にある状態というものを想定して解釈した
が，その状態については詳かではない。これについて，高
温においてAMは解離していないという上記の事実から，
永井のいう（1）AM一一・A＋Mは除外するが，（21（AM）ntr，n〔A
M）の機構，即ちAM分子聞の結合の減弱された状態を考
えることが妥当であることを確認した。この機構は湯田坂
の述べている解離への過程にある状態をより具体的に説明
したものといえる。またこの状態は，麦倉のMg1＋により，
ATPase活性が促進さたていながらclear　phaseがのびる
という事”kll）とcomparableであろう。
　また湯田坂2）も触れたように，AM自体の物理的性質の
変化を考慮することも可能であるように思われる。AMが
先ず物理的性質から障害されやすいことは，AMの貯蔵に
際し．ての経験及びtrypsin処理によりATPase活性を有
するH－meromyosinしからざるL－meromyosinに分かれ
るというA，G．　Szent－Gy6rgyi9）の報告から明らかである。
そして，AMが温度によってその物理的性質に変化を来た
すことによりsuperPP七が抑制され，その変化は温度の影
響が除去されるとある程度までは恢復しうることがわれわ
れの前報1）の実験から認められた。
　要するに高温において，AMにWeberのいうような単
純な熱変性よりはいわば可逆的な変化を考慮することが，
より妥当であるということであろう。さらにその可逆的変
性の内容としては，上記の（AM）nttn（AM）の他，　L及び
H－meromyosin等の変化の面からも考察しなければなら
ないかも知れない。さらにまた以上の知見は，ATPase活
性とsuperpptの生起とは必ずしも一義的な対応を意味し
ないことを示す。即ち，superpptはAMの或る一一定の物
理的な性質の上に実現することを強調したい。このことは
永井のいうATP分解は収縮の必要条件ではあるが十分条
件ではないとする考えに通ずる。
2．低温側におけるMgM存在下のATPase活性
　高温側とは逆に低温側（0～15℃）でlrk　Mg”存在下の，
ATPase活性が抑制されている成績が得られたが，これは
甚だ興味ある事実であり，この低温の抑制現象に関しては，
Mgft存在下におけるsuperpptとの対応において次報で
論議する。
3．Mg＋卜存在下のsuperppt
　高温側ではMg行（＋）の場合に，　Mg什ののものに比して，
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plug形成が悪くなっているのは，前記AMの物理的性質
の温度による障害がMg｛Tの存在によってさらに助長され
たためと思われる。
　また低温（0～15℃）においても，長時間後にはsuperpp七
の起ることは，前報】）によって示されたが，Mgit存在下
の場合には，低温では，20℃における麦ftt　i，o＞，蔦西11）の
成績に一致して，　clear　phase，或いはaggregationの開
始は著明に延長されたが，観察した15分程度の短時間で
は最終状態に達せず，なお反応の進行の過程にあることを
認めた（Photo、1，B＞。即ち，恐らくMg”←）の場合のように
長時聞後にはsuperpptが起ることが予想される，
　以上，　高温におけるAMのsuperpptの抑制機構に対
する考察は，今後の実験により再び論議されるべき’である。
低温側において認められたM：g”存在下のATPase活性の
抑制機構も，同時に，superpptの最終状態の追求とさら
にM虻存在下におけ’るAMの状態に対する温度効果の研
究によって今後，明らかにして行きたいと考える。
摘 要
　Mgi＋（5×10一「’M）存在下actomyosin－ATPase活性及び
superprecipitationの度合に対する温度効果を研究し，次
の結果を得た。
　1＞高温側（20～500Glにおいては，　Mg，t存在下にATP一
ase活性は促進を示し，従ってAMは解離していない。
　2）低温側（0～15℃）ではATPase活性は抑制を示した。
　3）Superprecipitationに関しては，　aggregation並
びにsyneresisの開始時開は低温側では著しい遅延を示し
高温側では著明な差がなかった。
　4）ATPase活性とsuperprecipitationの度合の聞に
は，Mgi寸Oの場合（第1報）と同様に，15～20℃以上にお
いて非平行性を認めた。　　　　　　（昭和32．5．1受付）
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